
TERAKOYA project
岡山とネパールを繋ぐ

環境問題啓発・学習支援・女性の収入向上

のためのプロジェクト

ネパールとの文化交流を通じて

より良い多文化共生社会の推進を目指す

ダフェプロジェクト



1. TERAKOYA学習塾

コミュニティー学習塾支援事業

事業概要



ビジョン

現地NGOとコミュニティで運営するNPO学習塾を通じて、親の低学歴及び経済状

態により補習機会のない子供に補習の機会をあたえる。

2016年3月に催行されたダフェプロジェクトのネパール震災支援ツアーでのTERAKOYA学習塾交流



1．TERAKOYA学習塾（コミュニティー学習塾支援事業2015.７）



2．縁筆プロジェクト

再生新聞紙鉛筆の販売や制作ワークショップを

通じた募金活動事業

えんぴつ



ビジョン

ネパール製再生紙鉛筆の販売や鉛筆づくりワークショップを通じてTERAKOYA学
習塾の継続可能な支援資金調達を目指す。副産物として国際理解や環境問題の

学習のきっかけづくりのアイテムとして周知されるようになる。

縁筆募金の呼びかけチラシ 縁筆募金の仕組みの説明チラシ



2．縁筆プロジェクトNepal 縁筆配布事業（2015.8～）



2．縁筆プロジェクトJapanワークショップ事業（2016.3～）



2．縁筆プロジェクトJapan 留学生縁筆インストラクター養成教室（2017.5）



3．TERAKOYA縫製訓練教室

地域の女性に縫製技術を習得してもらい

自立を促す事業



ビジョン

TERAKOYA学習塾内に女性対象の縫製訓練教室を併設することにより、家庭の貧

困問題を解決する糸口や、成人住民に対する生涯学習の機会を提供する。

縫製教室開室式の様子 乳がん自己検診教室の様子



3．TERAKOYA縫製訓練教室（女性の経済自立事業2016.9～）



TERAKOYAプロジェクトの

今後の発展計画



2015年7月以来無料であったTERAKOYA学習塾の月謝を、2017年7月より生徒一人
につき毎月100rs(約110円）を徴収することにする。毎月の運営費の支援を終了
し、2018年3月からTERAKOYA学習塾に通う学童を対象にした奨学金を創設し引
き続き学習支援を続ける。

2017年9月28日 TERAKOYA学習塾に通う生徒の家庭訪問をするスンダリミカ

TERAKOYA学習塾の
一部有料化（2017.7～、）

TERAKOYA奨学金制度の創設
（2018.3～）

1. TERAKOYA学習塾



国際交流や多文化共生に関する特別

授業やイベントで縁筆ワークショッ

プを採用してもらえるように各機関

や企業に働きかける。ワークショッ

プは助成金や協賛金で運営し、参加

費の一部や募金箱に寄せられたお金

をTERAKOYA奨学金にあてる。

地元の留学生を縁筆講
師にしたワークショッ
プ教室を提唱・実施
（2017.11～）

2．縁筆プロジェクト
えんぴつ



簡単な縫製は第一回教室運営期間で各自習得済み、第二回縫製教室ではパターンのおこ

し方、裁断の仕方を学ぶ予定。1回目の教室は道具費実費のみ徴収していたが、2回目か
らは生徒と協議のうえ受講料を決め、徴収する。教室の全過程終了後は学校の制服など

の縫製を現地NGOが斡旋し、工賃の一部をTERAKOYAの運営費に充てる。

TERAKOYA縫製教室で学ぶ女性達

3．TERAKOYA縫製訓練教室



TERAKOYAプロジェクトの成果の実例

2015年7月4日震災後に部屋を失い家具屋の倉

庫で暮らしていたプレムの父親を8月から肉

屋として開業させた。

2017年9月28日に家庭訪問。2人の子供は2017年4月から私立学校

に通い始めた。

プレム：

TERAKOYA学習塾の先生は分
かりやすく教えてくれます。

塾でわからないことをわかる

ようになってから、学校に行

きます。

プレムの母親：
いちいち勉強しなさいと言

わなくても勉強するように

なったし、教育を受けてい

ない私達が教えられないこ

とも、塾の先生にきいて解

決しているようです。



ご清聴ありがとうございました。
TERAKOYAプロジェクト プロジェクトコーディネーター スンダリミカ

ダフェプロジェクト 江見優子


